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本
書
は
、
長
年
に
わ
た
り
隠
岐
に
お
い
て
史
料
調
査
と
流
人
研
究
を
続
け
ら
れ

て
き
た
松
尾
壽
氏
が
、
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
流
人

関
係
論
文
な
ど
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。「
あ
と
が
き
に
か
え
て
」
に
よ
れ
ば
、

松
尾
氏
は
本
書
の
構
成
を
整
え
、
入
稿
原
稿
を
準
備
し
て
い
た
最
中
の
二
〇
二
一

年
六
月
に
体
調
を
崩
さ
れ
、
ご
自
身
で
す
べ
て
の
論
文
を
見
直
さ
れ
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
た
た
め
、
島
根
大
学
で
の
同
僚
で
あ
っ
た
竹
永
三
男
氏
や
関
係
者
の

方
々
が
刊
行
の
実
務
を
執
ら
れ
、
す
で
に
松
尾
氏
が
改
訂
を
進
め
ら
れ
て
い
た
第

一
章
の
他
は
、
初
出
論
文
を
そ
の
ま
ま
配
列
す
る
こ
と
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
『
近
世
後
期
隠
岐
嶋
流
人
の
研
究
』
に
寄
せ
て
・
・
・
小
林
准
士

　
　
　
　

は
じ
め
に
―
流
刑
の
島
・
隠
岐
へ
の
道

　
　

第
一
部
「
近
世
後
期
隠
岐
嶋
流
人
の
罪
と
罰
」

　
　
　

第
一
章　

近
世
後
期
隠
岐
嶋
流
人
の
罪
状
―
近
世
後
期
社
会
の
犯
罪
と
刑

罰
―

　
　
　

第
二
章　

日
本
近
世
刑
罰
体
系
下
の
遠
島
の
ラ
ン
キ
ン
グ

　
　
　

第
三
章　

寛
政
五
年
備
後
国
神
石
郡
時
安
村
百
姓
一
揆
と
遠
島
に
つ
い
て

　
　
　

第
四
章　

大
塩
の
乱
関
係
者
の
遠
島
に
つ
い
て

　
　
　

第
五
章　

但
馬
国
伊
賀
谷
村
の
山
論
と
庄
屋
平
右
衛
門
の
遠
島

　
　
　

第
六
章　

近
世
隠
岐
の
女
性
の
流
人
―
近
世
女
性
の
犯
罪
と
刑
罰
―

　
　
　

第
七
章　

寛
政
期
畿
内
幕
領
に
お
け
る
贈
収
賄
と
そ
の
処
罰

　
　

第
二
部
「
隠
岐
嶋
流
人
の
生
涯
と
生
活
」

　
　
　

第
八
章　

流
人
の
結
婚
に
つ
い
て

　
　
　

第
九
章　

文
政
九
年
隠
岐
国
美
田
村
火
災
と
流
人
の
居
住
空
間

　
　
　

第
十
章　

流
人
の
娘
の
画
像
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　

第
十
一
章　

流
人
銘
々
伝

　
　

補
論
「
近
世
後
期
隠
岐
嶋
の
流
人
関
係
史
料
」

　
　
　

1　

流
人
平
右
衛
門
の
遺
書
「
国
之
家
土
産
」
に
つ
い
て

　
　
　

2　

流
人
西
条
左
衛
門
の
軌
跡
―
流
人
西
条
左
衛
門
関
係
隠
岐
島
遺
存
史

料

　　

ま
ず
、「
は
じ
め
に
」
で
は
、
前
近
代
に
お
け
る
流
刑
地
と
し
て
の
隠
岐
に

は
、
近
世
初
期
ま
で
は
社
会
的
に
上
層
身
分
に
属
す
る
人
が
配
流
さ
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
一
般
庶
民
が
配
流
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
、『
公
事
方
御

定
書
』
下
巻
（『
御
定
書
百
箇
条
』）
制
定
（
寛
保
二
〈
一
七
四
二
〉
年
〜
宝
暦
四

〈
一
七
五
四
〉
年
）
以
前
に
は
東
日
本
か
ら
の
流
人
が
比
較
的
多
か
っ
た
が
、
制

一
一
七
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定
以
後
は
西
日
本
か
ら
の
流
人
に
限
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
近
世
中
期
以
降
の

西
日
本
の
幕
府
領
ま
た
は
そ
れ
に
関
わ
る
地
域
で
遠
島
の
処
罰
を
受
け
た
犯
罪
者

は
、
京
都
町
奉
行
所
管
轄
地
を
除
き
、
い
っ
た
ん
は
大
坂
町
奉
行
所
へ
送
ら
れ
、

流
人
船
が
出
帆
す
る
ま
で
入
牢
さ
せ
ら
れ
る
。
隠
岐
行
き
の
流
人
船
は
、
通
常
は

毎
年
四
月
に
大
坂
川
口
を
出
帆
し
、
六
月
ご
ろ
に
隠
岐
に
着
船
し
た
。
着
岸
す
る

と
流
人
は
隠
岐
の
村
々
へ
預
け
ら
れ
、
後
に
赦
免
さ
れ
な
け
れ
ば
残
り
の
人
生
を

そ
の
村
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
こ
と
が
略
述
さ
れ
、
引
き
続
い
て
寛
政

八
（
一
七
九
六
）
年
に
京
都
町
奉
行
所
で
遠
島
の
判
決
後
、
翌
年
四
月
に
京
都
を

発
足
し
隠
岐
嶋
へ
配
流
さ
れ
た
西
条
左
衛
門
の
「
遠
島
の
道
」
が
活
写
さ
れ
る
。

日
記
に
よ
れ
ば
隠
岐
嶋
ま
で
の
流
人
船
で
は
、
途
中
で
上
陸
が
許
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
買
い
物
も
で
き
た
こ
と
、
遊
女
と
の
交
歓
な
ど
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
意
想
外
の
船
中
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
に
私
は
驚
か
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

流
人
船
の
「
船
圍
」
か
ら
逃
げ
た
事
例
も
あ
り
、
流
人
船
は
緊
張
に
満
ち
た
船
旅

に
な
る
の
が
通
例
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
第
一
部
に
収
録
さ
れ
た
論
文
は
、
遠
島
に
処
さ
れ
た
流
人

が
ど
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
遠
島
と
な
っ
た
の
か
、『
御
定
書
百
箇
条
』（
以
下
、『
御

定
書
』
と
略
記
）
に
記
さ
れ
た
罪
刑
条
文
を
比
較
考
量
し
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

　

第
一
章
で
は
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
か
ら
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
の
間
に

隠
岐
国
島
前
に
配
流
さ
れ
た
一
四
三
人
の
流
人
に
つ
い
て
、
現
地
に
残
さ
れ
た

「
科
口
書
」
を
利
用
し
て
預
り
村
・
流
人
名
・
年
齢
・
身
分
・
罪
状
・
判
決
所
・

「『
御
定
書
』
相
当
刑
」
に
分
類
し
て
一
覧
表
を
作
成
し
、
本
書
を
読
み
進
め
る
う

え
で
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
流
人
の
罪
状
と
『
御
定
書
』
規
定
を
比
較

す
る
と
、
規
定
に
則
し
て
遠
島
に
な
っ
た
も
の
は
全
体
の
三
八
％
に
過
ぎ
ず
、
こ

れ
に
「
御
構
場
所
徘
徊
罪
」
を
加
え
て
も
七
二
％
で
あ
り
、
本
来
な
ら
遠
島
に
な

ら
な
か
っ
た
罪
人
（
二
八
％
）
が
含
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
近
世
の
刑
罰
体
系
で
は
死
罪
の
下
位
に
遠
島
と
重
追
放
が
、
建

前
と
し
て
は
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
隠

岐
嶋
流
人
を
例
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
遠
島
・
重
追
放
は
建
前
と
し
て

は
中
・
軽
追
放
刑
よ
り
も
重
罪
に
あ
た
る
が
、
実
態
と
し
て
は
追
放
刑
で
は
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
国
や
地
域
（
御
構
場
所
）
が
命
じ
ら
れ
、
生
活
す
る
に
支

障
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
御
構
場
所
に
立
ち
戻
り
徘
徊
せ
ざ
る
を

得
ず
、
そ
の
行
為
を
咎
め
ら
れ
二
犯
、
三
犯
を
重
ね
遠
島
に
至
っ
た
者
が
少
な
く

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
追
放
刑
は
犯
罪
者
の
改

悛
・
更
生
効
果
は
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
重
追
放
よ
り
も
遠
島
に
な
る

こ
と
を
希
望
す
る
者
が
存
在
し
た
こ
と
も
、
生
活
維
持
の
困
難
さ
が
原
因
で
あ
っ

た
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
遠
島
を
望
む
者
を
受
け
入
れ
る
流
刑
地
で

は
、「
島
民
の
寛
容
さ
、
大
様
さ
、
淳
朴
さ
、
人
情
の
細
や
か
さ
、
扶
助
精
神
が

生
ま
れ
る
」
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
島
民
の
人
柄
や
自
然
環
境
に
左
右
さ
れ
る
土

地
柄
と
村
預
け
と
い
う
構
造
上
の
問
題
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
遠
島
刑
は

追
放
刑
よ
り
も
重
罪
で
あ
る
が
、
生
活
困
難
に
陥
る
追
放
刑
よ
り
は
生
き
や
す
い

生
活
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
近
世
刑
罰
体
系
の
建
前
と
実
態
と
の
矛
盾

が
存
在
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
寛
政
五
年
に
起
き
た
備
後
国
神
石
郡
時
安
村
の
百
姓
一
揆
を
論

じ
て
い
る
。
こ
の
一
揆
は
、
従
来
の
百
姓
一
揆
研
究
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
実
態
を
時
安
村
に
残
っ
た
僅
か
な
史
料
と
、
同
村
出
身
の
流
人
千
助
・

平
十
郎
の
「
科
口
書
」
を
元
に
復
元
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
、
こ
の
一

揆
は
天
明
六
（
一
七
八
六
）、
七
年
の
福
山
藩
一
揆
や
同
六
年
の
備
中
国
幕
領
一

揆
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、「
剰
余
労
働
部
分
の
留
保
を
目
的
と
し
て
、
一
般

百
姓
が
村
役
人
の
陰
の
指
示
を
取
り
付
け
つ
つ
、
か
れ
ら
が
主
導
的
に
直
接
封
建

一
一
八
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領
主
に
立
ち
向
か
っ
た
一
揆
」
だ
と
評
価
す
る
。
も
っ
と
も
、
史
料
的
な
制
約
が

あ
り
、
全
面
的
な
解
明
は
今
後
の
課
題
だ
と
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
の
大
塩
平
八
郎
の
乱
に
関
わ
っ
て
遠

島
処
分
と
な
っ
た
者
は
二
二
名
だ
と
明
ら
か
に
し
、
判
決
以
前
に
病
死
し
て
い
た

者
を
除
い
た
一
九
名
に
つ
い
て
、
一
五
歳
以
上
・
同
未
満
に
分
か
っ
て
検
討
を
加

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
遠
島
と
な
っ
た
者
は
一
五
歳
以
上
で
あ
る
が
、
事
件
に
お

け
る
行
動
か
ら
遠
島
と
さ
れ
た
者
は
一
名
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
者
は
本
来
の

軽
罪
か
ら
吟
味
過
程
で
よ
り
重
罪
へ
と
判
定
さ
れ
、
結
局
は
縁
座
が
適
用
さ
れ
流

罪
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
解
明
す
る
。
一
五
歳
以
下
の
者
は
親
に
縁
座
し
て
遠
島

と
さ
れ
る
が
、
一
五
歳
ま
で
は
親
類
や
村
に
預
け
ら
れ
当
該
年
に
達
し
次
第
に
遠

島
に
な
っ
た
。
親
子
の
罪
状
に
は
軽
重
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
律
の
量
刑
が

科
さ
れ
て
お
り
、「
そ
こ
に
は
何
ら
の
情
状
も
な
く
、
罪
刑
の
不
均
衡
、
類
推
解

釈
」
で
処
罰
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
大
塩
の
乱
関
係
者
で
隠
岐
に
流
さ
れ
た
の
は

四
名
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
磔
刑
に
処
さ
れ
た
者
の
息
子
で
あ
っ
た
。
う
ち
二
人
は

一
五
歳
に
な
っ
て
流
罪
と
な
っ
て
い
る
が
、
縁
座
で
流
さ
れ
た
子
供
た
ち
に
対
し

て
は
周
囲
の
人
々
も
暖
か
く
処
遇
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
流
罪
人

の
検
討
を
通
じ
て
、
縁
座
制
の
頑
迷
さ
が
大
塩
の
乱
で
増
幅
さ
れ
た
と
み
な
し
、

近
世
期
に
は
罪
刑
法
定
主
義
的
な
配
慮
は
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

第
五
章
は
、
一
八
世
紀
末
に
但
馬
国
城
崎
郡
郷
野
村
と
伊
賀
谷
村
と
の
間
で
生

じ
た
山
論
に
際
し
、
代
官
の
裁
定
を
承
服
せ
ず
勘
定
奉
行
へ
出
訴
す
る
な
ど
の
抵

抗
を
試
み
た
た
め
、
逮
捕
後
に
遠
島
に
処
さ
れ
た
伊
賀
谷
村
庄
屋
平
右
衛
門
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
山
論
の
発
生
経
緯
や
争
論
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る

中
で
、
こ
れ
は
両
村
に
よ
る
山
論
の
裁
定
に
不
承
服
で
あ
っ
た
伊
賀
谷
村
と
久
美

浜
代
官
所
と
の
争
い
に
変
質
し
、
結
果
と
し
て
寛
政
五
年
に
平
右
衛
門
が
流
罪
と

な
っ
た
と
す
る
。
こ
の
時
す
で
に
六
三
歳
で
あ
っ
た
平
右
衛
門
は
、
文
化
一
四

（
一
八
一
七
）
年
に
八
六
歳
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
平
右
衛
門
の

暮
ら
し
ぶ
り
や
家
族
に
よ
る
赦
免
運
動
も
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
て
興
味

深
い
。
こ
の
よ
う
に
長
寿
を
保
ち
得
た
の
は
、「
犯
罪
者
に
対
し
て
も
暖
か
く
包

み
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
隠
岐
島
民
の
伝
統
的
な
寛
容
さ
、
お
お
よ
う
さ
、
淳
朴

さ
、
人
情
の
こ
ま
や
か
さ
」
と
「
厳
し
い
自
然
環
境
と
孤
立
し
た
離
れ
島
」
と

い
う
土
地
柄
が
「
暖
か
い
人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
々
を
育
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
、
第
二
章
と
共
通
す
る
表
現
で
結
ん
で
い
る
。

　

第
六
章
は
、
遠
島
と
な
っ
た
女
性
流
人
に
つ
い
て
述
べ
る
。
近
世
期
に
は
千
人

を
越
え
る
人
々
が
隠
岐
嶋
に
流
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
流
人
は
ほ
ぼ
島
前
四

割
、
島
後
六
割
の
按
分
で
村
高
に
応
じ
て
各
村
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
史
料
上
で
は
安
永
五
年
か
ら
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
ま
で
の

島
前
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
に
島
前
の
村
々
が
預
か
っ
た
流
人
は
男
性

一
九
四
名
、
女
性
九
名
（
四
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
女
性
の
出
身
地
は
京

都
・
大
坂
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
あ
っ
た
。
隠
岐
流
人
の
平
均
寿
命
は
五
三
・
九
歳

で
あ
っ
た
が
、
女
性
は
七
〇
・
三
歳
だ
っ
た
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

さ
て
本
章
で
は
、
女
性
流
人
三
名
の
罪
状
が
男
性
流
人
と
比
較
し
て
論
じ
ら
れ

る
と
と
も
に
流
人
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。
三
人
の
女
性
は
男
性
側
に
問
題
が

あ
っ
て
罪
を
犯
し
た
と
述
べ
、
近
世
の
女
性
の
犯
罪
と
刑
罰
に
敷
衍
し
て
、
相
対

的
に
女
性
の
犯
罪
は
男
性
に
比
し
て
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
女
性
の
社
会

的
地
位
が
軽
視
さ
れ
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
三
人

の
流
人
生
活
史
を
顧
み
て
、
隠
岐
嶋
滞
在
が
長
期
に
わ
た
り
な
が
ら
も
長
生
き
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
総
じ
て
生
活
は
し
や
す
か
っ
た
」
と
判
断
す
る
。
前
章
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
平
右
衛
門
も
、
女
性
流
人
は
特
に
暮
ら
し
や
す
い
と
記
し

て
い
る
が
、
共
通
す
る
認
識
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
七
章
で
は
、
寛
政
六
年
の
摂
津
国
菟
原
郡
一
帯
の
幕
領
に
お
け
る
検
見
廻
村

一
一
九
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に
際
す
る
代
官
・
手
代
に
対
す
る
贈
収
賄
事
件
が
分
析
素
材
と
な
っ
て
い
る
。
贈

収
賄
の
取
り
調
べ
は
、
摂
津
国
だ
け
で
な
く
河
内
・
和
泉
国
の
幕
領
に
ま
で
及
ん

だ
こ
と
や
処
罰
の
結
果
を
『
御
仕
置
例
類
集
』
も
用
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
も
贈
収
賄
罪
の
処
罰
が
『
御
定
書
』
規
定
と
比
較
さ
れ
、
大
坂
町
奉

行
所
が
『
御
定
書
』
に
忠
実
な
原
案
を
伺
っ
た
の
に
対
し
評
定
所
の
指
図
が
刑
罰

を
軽
減
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
時
に
こ
の
事
件
の

経
緯
か
ら
、「
寛
政
期
が
懲
役
と
罰
金
へ
の
一
つ
の
転
換
期
」
だ
と
評
価
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
刑
（
遠
島
・
追
放
）
が
科
さ
れ
る
犯
罪
で
あ
っ
て
も
、
評

定
所
は
収
賄
方
（
代
官
属
僚
）
に
は
自
由
刑
で
あ
っ
て
も
量
刑
を
軽
減
し
、
贈
賄

方
（
農
民
）
に
は
大
幅
な
減
刑
を
行
い
財
産
刑
（
過
料
）
中
心
に
対
処
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

　

第
二
部
は
、
隠
岐
嶋
に
流
罪
と
な
っ
た
人
物
の
生
涯
と
生
活
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
論
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
八
章
で
は
、
島
前
に
お
け
る
流
人
の
結
婚
を
素
材
に
、
結
婚
の
自
由
と
は
何

で
あ
り
、
結
婚
の
公
認
と
実
態
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
現
地

に
残
る
「
嶋
前
村
々
流
人
妻
子
宗
門
改
証
拠
帳
」
な
ど
が
分
析
に
用
い
ら
れ
、
具

体
的
な
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
よ
れ
ば
、
流
人
が
島
前
の
女

性
と
結
婚
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
初
見
は
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
で
あ
り
、

こ
の
時
点
で
三
名
の
流
人
の
子
供
も
確
認
で
き
る
。
中
期
以
前
の
流
人
の
結
婚

は
、
公
的
に
は
多
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年
か

ら
享
和
二
（
一
八
〇
三
） 

に
は
二
〇
組
の
夫
婦
が
誕
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
享

和
三
年
以
降
に
は
結
婚
事
例
を
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
松
尾
氏
は
こ
の
史
実

を
後
期
の
流
人
の
公
認
結
婚
は
、
右
の
三
年
間
に
集
中
し
て
い
た
か
ら
だ
と
み
な

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
分
析
は
結
婚
し
た
二
〇
名
の
前
歴
と
罪
状
に
及
び
、
前
科
の
軽
重
は
結

婚
の
可
否
に
関
係
が
な
く
、
島
民
の
出
願
か
松
江
藩
の
流
人
懐
柔
策
と
し
て
指
導

が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
流
人
妻
帯
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
妻
帯
流
人
の
方
が
非
妻
帯
流
人
よ
り
も
長
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
精
神
的
・

物
質
的
に
も
妻
帯
流
人
が
恵
ま
れ
た
生
活
が
で
き
た
と
判
断
す
る
。
ま
た
、
流
人

と
結
婚
し
た
女
性
は
、
在
村
の
宗
門
改
帳
を
除
か
れ
流
人
妻
子
宗
門
改
帳
に
登
載

さ
れ
る
が
、
離
縁
さ
れ
れ
ば
村
の
宗
門
改
帳
に
戻
さ
れ
た
。
離
縁
に
関
し
て
は
、

流
人
が
赦
免
さ
れ
た
時
、
希
望
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
隠
岐
嶋
の
村
人
と
し
て
残
る
こ

と
も
で
き
た
が
、
長
年
連
れ
添
っ
た
女
房
と
別
れ
て
も
隠
岐
嶋
を
離
れ
故
郷
に
向

か
っ
て
い
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
松
尾
氏
は
「
結
婚
そ
の

も
の
が
政
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
赦
免
の
と
き
も
な
か
ば
強
制
的
に

離
縁
状
を
書
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
記
す
が
、
氏
も
言
う

よ
う
に
流
刑
地
で
の
結
婚
問
題
は
、
多
く
の
検
討
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
九
章
は
、
島
前
知
夫
里
郡
美
田
村
の
小
向
・
船
越
で
発
生
し
た
火
災
を
素
材

に
し
て
流
人
と
火
災
と
の
関
係
と
流
人
の
居
住
空
間
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

ま
ず
流
人
の
住
居
規
模
は
六
坪
の
小
屋
で
畳
六
畳
半
が
敷
か
れ
、
外
に
雪
隠
一
か

所
が
あ
る
も
の
を
文
化
二
（
一
八
一
〇
）
年
頃
の
例
で
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
流
人

は
結
婚
し
て
い
る
恵
ま
れ
た
者
で
あ
り
一
般
化
は
で
き
ず
、
具
体
的
に
は
不
明
だ

と
さ
れ
る
。
流
人
と
火
災
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
八
種
類
の
公
文
書
を
用
い

て
焼
失
家
数
・
人
数
・
諸
道
具
を
一
覧
化
し
住
居
規
模
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
口
上
書
の
内
容
を
略
記
し
て
い
る
。
火
災
に
臨
ん
で
流
人
の
役
割
は
、
公
文
書

の
一
つ
と
し
て
「
流
人
口
上
書
」
を
作
成
す
る
こ
と
が
隠
岐
地
方
の
特
徴
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
公
文
書
を
読
み
解
き
、
流
人
が
火
の
見
番
を
務
め
、
真
っ

先
に
消
防
に
あ
た
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
見
い
だ
す
。
そ
れ

は
、
隠
岐
嶋
で
は
漁
業
や
海
運
業
に
従
事
す
る
者
が
多
く
、
平
時
村
内
を
留
守
に

し
た
た
め
だ
ろ
う
と
判
断
す
る
が
、
確
定
で
き
る
史
料
は
得
て
い
な
い
。
ま
た
、
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焼
失
家
屋
を
検
討
し
、
流
人
三
右
衛
門
の
家
屋
は
三
坪
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
船
越

集
落
で
最
小
規
模
で
は
あ
る
も
の
の
、
同
じ
規
模
の
家
屋
は
他
に
七
軒
あ
り
、
焼

失
家
屋
六
一
軒
の
平
均
的
広
さ
の
半
分
弱
で
あ
っ
た
。
同
規
模
の
島
民
家
屋
が
七

軒
あ
る
こ
と
か
ら
、
流
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
に
冷
遇
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
同
居
人
数
を
勘
案
す
る
と
、
三
右
衛
門
は
単
身
で
あ
る
か
ら
一
人
当
た

り
居
住
面
積
は
平
均
よ
り
も
広
く
な
り
、
こ
の
点
か
ら
も
流
人
ゆ
え
に
狭
小
な
小

屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
わ
か
る
。
ま
た
、
居
住
地
も
集
落
の

中
央
で
は
な
い
に
せ
よ
村
は
ず
れ
に
あ
る
訳
で
も
な
く
、
こ
の
点
で
も
特
別
な
処

遇
を
さ
れ
て
も
い
な
か
っ
た
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。

　

第
十
章
で
は
、
隠
岐
郡
西
ノ
島
町
浦
郷
の
近
江
屋
小
泉
家
に
伝
わ
る
「
近
江
屋

ヲ
フ
デ
絵
姿
」
な
る
美
人
画
と
流
人
で
あ
っ
た
「
小
泉
栄
十
郎
」
と
の
関
係
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
伝
承
で
は
ヲ
フ
デ
は
栄
十
郎
の
娘
で
あ
り
、
姿
絵
は
京
都
在

の
栄
十
郎
の
父
が
絵
師
に
描
か
せ
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど

を
解
明
し
て
い
る
。
分
析
は
、
ま
ず
小
泉
栄
十
郎
の
出
自
や
隠
岐
嶋
で
の
流
人
暮

ら
し
に
つ
い
て
触
れ
た
文
献
の
検
討
を
行
い
、
伝
承
と
し
て
は
受
け
と
め
ら
れ
る

が
疑
問
が
多
い
と
の
こ
と
で
、
改
め
て
そ
れ
ら
の
疑
問
点
を
挙
げ
て
史
実
の
解
明

に
努
め
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
近
江
国
か
ら
遠
島
と
な
っ
た
小
泉
庄
司
な
る
人
物

に
行
き
当
た
り
、
彼
が
流
罪
と
な
っ
た
経
緯
が
「
科
口
書
」
を
用
い
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
く
。
小
泉
庄
司
が
関
わ
っ
た
借
銀
取
立
事
件
は
『
御
仕
置
例
類
集
』
に

も
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
か
ら
「
科
口
書
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
補
い
な
が
ら
事
件
の
全
体
像
の
分
析
を
進
め
る
。

　

小
泉
庄
司
は
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
七
月
に
浦
之
郷
村
に
預
け
ら
れ
た
。
時

に
三
六
歳
で
あ
り
、
五
一
歳
で
他
界
す
る
ま
で
一
五
年
間
の
流
人
暮
ら
し
を
送
っ

た
が
、
生
活
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
な
い
。
し
か
し
、
近
江
屋
小
泉
家
に
残
る

繰
り
位
牌
の
記
述
や
「
流
人
妻
子
宗
門
証
拠
帳
」
な
ど
を
検
討
し
、
栄
十
郎
が
庄

司
の
子
供
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
庄
司
の
妻
は
「
流
人
妻
子

帳
」
を
作
成
す
る
義
務
が
強
化
さ
れ
る
以
前
に
婚
姻
し
た
た
め
、
公
式
に
は
「
流

人
妻
」
で
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
栄
十
郎
は
、
公

式
に
「
流
人
の
子
」
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヲ
フ
デ
は
当
然
流
人
の

娘
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
伝
承
に
あ
る
よ
う
に
栄
十
郎
や
ヲ
フ
デ
が
島
外
の
京

都
な
ど
へ
行
っ
た
と
い
う
話
は
あ
り
得
る
が
、
確
証
で
き
る
史
料
を
欠
く
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
右
の
美
人
画
が
葛
飾
北
斎
が
描
い
た
も
の
だ
と
す
る
伝
説
は
、
結

論
を
保
留
さ
れ
て
い
る
。

　

第
十
一
章
で
は
、
流
人
と
し
て
名
前
が
残
さ
れ
て
い
る
源
次
郎
・
松
之
助
・
新

蔵
を
取
り
上
げ
、
関
心
の
次
第
を
分
析
し
て
い
る
。
源
次
郎
に
つ
い
て
は
、
二
六

歳
で
遠
島
に
な
る
以
前
の
身
分
が
穢
多
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
一
歳

で
島
内
の
か
め
三
九
歳
と
結
婚
し
、
二
六
年
間
の
夫
婦
生
活
を
送
っ
た
も
の
の
、

六
七
歳
時
に
赦
免
を
受
け
る
と
か
め
を
離
縁
し
て
旧
里
に
帰
っ
て
い
る
。
こ
の
事

例
で
は
、
隠
岐
で
は
結
婚
や
日
常
生
活
の
上
で
穢
多
ゆ
え
の
身
分
差
別
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
判
断
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、
四
半
世
紀
も
連
れ
添
っ
た
妻

を
離
縁
し
て
で
も
旧
里
の
被
差
別
社
会
に
帰
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
は
な
ぜ
な
の

か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
松
之
助
は
「
江
戸
時
代
に
愛
情
と
庇
護
を
受
け

な
い
ま
ま
転
落
の
一
途
を
た
ど
っ
た
子
ど
も
の
一
例
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

る
。
彼
は
盗
み
を
犯
し
て
逮
捕
さ
れ
「
非
人
手
下
」
と
さ
れ
た
が
、
再
三
の
窃
盗

累
犯
や
御
構
場
所
徘
徊
で
逮
捕
さ
れ
遠
島
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
一
七
歳
に
な
っ

て
い
た
。
彼
の
流
人
生
活
の
実
態
は
判
明
し
な
い
が
、
一
七
歳
か
ら
二
六
歳
の
短

い
生
涯
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
松
之
助
が
最
終
的
に
御
構
場
所
徘
徊
に
よ
っ
て

遠
島
に
処
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
教
育
も
な
く
職
業
的
技
能
も
も
た
な
い
都
会
育

ち
の
子
ど
も
が
、
見
知
ら
ぬ
地
へ
追
放
さ
れ
て
も
暮
ら
し
て
い
け
る
は
ず
も
な

く
、
見
知
り
の
あ
る
地
へ
立
ち
帰
る
の
は
当
然
だ
と
し
、
こ
こ
で
も
追
放
刑
に
は
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更
生
の
仕
組
み
が
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

人
妻
と
駆
け
落
ち
し
た
も
の
の
捕
ま
っ
て
非
人
身
分
と
な
っ
た
新
蔵
は
、
喧
嘩

口
論
の
相
手
を
殴
打
の
う
え
首
を
絞
め
堀
川
へ
投
げ
捨
て
た
再
犯
を
咎
め
ら
れ
遠

島
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
非
人
で
あ
る
身
分
は
二
三
歳
で
遠
島
と

な
っ
て
も
消
え
な
か
っ
た
が
、
三
〇
歳
で
島
内
の
娘
と
結
婚
し
二
九
年
に
わ
た
っ

て
夫
婦
生
活
を
送
っ
た
。
し
か
し
、
赦
免
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
二
人
は
ほ
ぼ
同
じ

頃
に
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
蔵
の
罪
状
を
『
御
定
書
』
規
定
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
彼
に
対
す
る
大
坂
町
奉
行
所
の
判
決
は
判
例
か
ら
見
て
も
重
す
ぎ
る

と
い
え
る
が
、
大
坂
で
の
暮
ら
し
と
隠
岐
嶋
で
の
暮
ら
し
を
く
ら
べ
る
と
ど
ち
ら

が
仕
合
わ
せ
だ
っ
た
の
か
は
、
新
蔵
に
し
か
わ
か
ら
な
い
と
記
す
。

　

補
論
で
は
、
本
書
で
参
照
さ
れ
た
隠
岐
嶋
の
流
人
関
係
史
料
が
、
染
筆
者
の
略

歴
と
史
料
説
明
を
し
た
後
に
全
文
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
1
に
は
流
人
平
右
衛

門
の
遺
書
「
国
之
家
土
産
」
が
収
め
ら
れ
、
本
書
第
五
章
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
2
に
は
、
流
人
西
条
左
衛
門
が
記
し
た
「
隠
岐
国
行
船
中
日
記
」
と
隠

岐
嶋
に
残
さ
れ
た
西
条
左
衛
門
関
係
の
複
数
の
史
料
の
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
「
隠
岐
国
行
船
中
日
記
」
は
、
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
彼
の
遠
島
に
至
る
罪
状
の
時
系
列
に
即
し
た
内
容
や
隠
岐
嶋
暮
ら

し
の
様
子
は
、
参
照
し
た
『
御
仕
置
例
類
集
』
の
引
用
元
が
明
示
さ
れ
て
い
た

り
、
隠
岐
嶋
に
残
さ
れ
た
関
連
史
料
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
は
じ
め
に
」

に
続
け
て
読
む
と
理
解
に
役
立
つ
。

　

さ
て
、
本
書
「
は
じ
め
に
」
の
前
に
は
、
小
林
准
士
氏
に
よ
る
寄
稿
文
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
従
来
の
流
人
研
究
史
や
本
書
収
録
論
文
の
概
要
が
ま
と
め

ら
れ
、
研
究
の
成
果
と
課
題
に
も
筆
が
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
と
さ
ら
に

本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
こ
と
は
、
屋
上
屋
を
架
し
て
お
り
、
評
者
は
流
人
研
究

史
に
は
疎
い
た
め
、
的
確
に
ま
と
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
誤
読
も
あ
っ
た
か

と
思
う
が
、
気
に
な
っ
た
点
に
触
れ
て
書
評
の
責
を
果
た
し
て
お
き
た
い
。

　

本
書
で
は
、
隠
岐
嶋
の
流
人
を
現
地
に
残
る
史
料
の
み
な
ら
ず
、
罪
人
の
出
身

地
に
残
さ
れ
た
関
連
史
料
も
採
訪
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
『
御
仕
置
例
類
集
』
や
『
御

定
書
』
な
ど
の
法
制
史
料
を
用
い
て
分
析
を
加
え
て
い
る
。
た
ん
な
る
史
料
紹
介

や
史
実
の
提
供
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、『
御
定
書
』
に
記
さ
れ
た
処
罰
規
定
と

遠
島
に
処
さ
れ
た
流
人
の
罪
状
を
比
較
考
量
し
数
値
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世

刑
罰
体
系
の
建
前
と
実
態
の
両
面
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
流
人
た
ち
の
島
内
で
の
生
活
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、「
科
口
書
」

な
ど
を
利
用
し
て
多
数
の
流
人
の
生
き
た
姿
を
描
き
出
し
た
こ
と
、
そ
こ
で
は
女

性
・
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
穢
多
・
非
人
に
も
目
を
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
著

者
の
眼
差
し
の
広
さ
と
生
き
た
人
々
に
対
す
る
愛
情
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。
た
ん
な
る
隠
岐
嶋
の
流
人
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
世
期
の
法
制
度
や
女
性
史
、

身
分
制
社
会
な
ど
の
研
究
分
野
へ
の
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
と
高
く
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

た
だ
本
書
が
著
者
自
身
に
よ
っ
て
全
編
の
改
訂
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
複
数
の
章
に
流
刑
地
と
遠
島
に
至
る
近
世
刑
罰
体
系
の
話
が
重
複
し
て

残
っ
て
い
る
。
補
論
に
収
め
ら
れ
た
二
本
の
解
説
も
整
理
で
き
、
島
民
の
人
柄
を

重
複
し
て
叙
述
す
る
こ
と
も
改
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
で
あ
る
。
ま
た
、
島
前
の
一
四
三
例
の
流
人
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
半
数
近
い
流
人
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。「
科

口
書
」
翻
刻
・
解
説
は
『
部
落
問
題
研
究
』
誌
に
残
り
一
回
連
載
さ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
流
人
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、

松
尾
氏
に
と
っ
て
心
残
り
の
作
業
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
こ
の

よ
う
な
問
題
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
書
の
も
つ
歴
史
学
上
の
価
値
は
、
少
し
も
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貶
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
は
隠
岐
島
へ
遠
島
と
さ
れ
た
罪
人
を
分
析
対
象
と
し
て
い

る
。
た
だ
『
御
定
書
』
に
は
京
都
・
大
坂
・
西
国
・
中
国
か
ら
の
流
罪
地
に
壱
岐

島
も
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
も
壱
岐
嶋
へ
流
罪
に

で
き
る
か
ど
う
か
と
寛
政
五
年
に
大
坂
城
代
が
評
定
所
に
伺
い
を
立
て
て
い
る

（『
御
仕
置
例
類
集
』
古
類
集
一
、四
六
ー
四
八
頁
）。
二
度
の
評
議
の
結
果
、
京
都

や
そ
の
他
か
ら
の
罪
人
は
壱
岐
嶋
へ
遣
わ
す
の
に
大
坂
表
の
罪
人
だ
け
を
除
外
す

る
の
は
「
仕
来
」
で
あ
っ
て
、
松
浦
壱
岐
守
方
で
も
請
取
ら
な
い
と
い
う
極
め
は

な
い
。
壱
岐
嶋
の
流
人
が
年
々
増
加
し
て
難
儀
し
て
い
る
の
で
、
隔
年
で
大
坂
か

ら
隠
岐
嶋
・
壱
岐
嶋
に
遣
わ
さ
れ
て
は
壱
岐
守
方
が
困
る
と
い
う
こ
と
で
、
壱
岐

嶋
へ
は
京
都
・
伏
見
・
奈
良
か
ら
遣
わ
し
、
大
坂
か
ら
は
隠
岐
嶋
に
限
定
す
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、『
御
定
書
』
規
定
と
実
際
の
運
用
は
、
評
定
所
の
評

議
を
経
て
寛
政
六
年
二
月
に
決
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
年
以
降
に
隠
岐

嶋
へ
京
都
町
奉
行
所
か
ら
遠
島
を
命
ぜ
ら
れ
た
西
条
左
衛
門
等
は
、
本
来
は
壱
岐

嶋
へ
流
罪
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
京
都
町
奉
行
所
管
轄
地
の

受
刑
者
が
隠
岐
嶋
へ
遠
島
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
。
た
と
え
ば
、
た
ま
た
ま
壱
岐
嶋
の
流
人
預
り
数
が
限
界
に
達
し
て
い
た
た

め
隠
岐
嶋
送
り
と
な
り
、
大
坂
表
の
便
船
に
乗
せ
ら
れ
た
可
能
性
な
ど
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
以
前
の
京
都
町
奉
行
所
の
取
捌
き
規
定
を

反
映
さ
せ
て
い
る
「
武
辺
大
秘
録
」（『
京
都
町
触
集
成　

別
巻
三
』
所
収
）
の
、

「
遠
嶋
者
之
事
」
の
項
目
（
一
三
八
頁
）
に
は
隠
岐
国
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
壱

岐
国
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
「
其
外
国
々
」
と
表
現
す
る
こ
と
か
ら
、
壱
岐
嶋
へ

の
遠
島
申
し
付
け
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
、
流
刑

地
の
決
定
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
史
料
の
発
掘
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
書
で
は
島
前
の
村
々
に
配
流
さ
れ
た
罪
人
を
対
象
に
分
析
が
進
め
ら

れ
、
島
民
の
人
柄
や
環
境
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
島
後
の
実
態
を
も
う
少
し
明

ら
か
に
し
て
も
ら
え
る
と
納
得
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
と
い
う
の
は
、
成
立
年

代
は
未
詳
で
あ
る
が
「
大
坂
公
事
出
入
取
計
書
」（
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資

料
室
蔵
）
の
「
一
、
隠
岐
国
流
人
之
事　

赦
免
之
者
ニ
聞
書
」
と
見
出
し
あ
る
項

目
に
「
罪
軽
キ
ハ
此
前
嶋
へ
渡
し
」「
罪
重
キ
者
共
ヲ
」「
後
嶋
」
へ
「
相
渡
し
可

申
由
」
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
項
目
に
は
、
続
け
て
川
口
役
所
か
ら
隠
岐
嶋
着

岸
後
の
島
内
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
「
入
婿
」「
妻
抔
持
、
子
供
出
来
之
者
」
も

い
た
こ
と
、
そ
の
子
供
は
「
七
代
渡
海
止
」
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
流
人
の
妻
子

は
松
江
藩
の
切
手
を
得
て
嶋
へ
渡
り
流
人
に
逢
い
、
そ
こ
で
同
居
住
ま
い
し
た
者

も
い
た
こ
と
、
御
免
の
節
の
取
り
計
ら
い
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が

何
時
の
頃
か
ら
な
の
か
具
体
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
赦
免

之
者
ニ
聞
書
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
話
で
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
島
前
の
村
々
に
は
比
較
的
軽
罪
の
者
、
島
後
へ
は
重

罪
の
者
が
預
け
ら
れ
た
と
記
憶
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
遠
島
は
死
罪
に
次
い

で
重
罪
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、
流
刑
者
の
間
で
も
内
々
に
罪
の
軽
重

が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
軽
重
を
峻
別
す
る
基
準
は

何
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
島
後
の
村
々
に
居

住
し
た
流
人
の
実
態
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
や
は
り
気
に

な
る
の
は
、（
た
と
え
長
年
連
れ
添
っ
た
妻
を
離
縁
し
て
も
）
赦
免
さ
れ
旧
里
に

帰
る
こ
と
を
望
み
続
け
た
流
人
と
隠
岐
嶋
を
安
住
の
地
に
選
ん
だ
流
人
が
い
る
こ

と
に
鑑
み
る
と
、
流
人
に
と
っ
て
赦
免
の
も
つ
意
味
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
松
尾
氏
は
、
追
放
刑
は
犯
罪
者
の
改
悛
・
更
生
効
果
は

な
か
っ
た
と
す
る
が
、
遠
島
と
い
う
処
罰
も
そ
の
よ
う
に
判
断
す
べ
き
こ
と
な
の

か
、
赦
免
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
な
の
か
お
聞
き
し
た
か
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
書
で
は
罪
刑
の
軽
重
を
『
御
定
書
』
規
定
で
判
断
す
る
が
、
評
定
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所
は
遠
国
奉
行
所
な
ど
の
判
断
（
伺
い
）
を
評
議
し
て
結
論
を
指
示
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
各
地
の
「
仕
来
り
」
を
勘
案
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
京
都
や

大
坂
町
奉
行
所
に
お
け
る
罪
刑
の
軽
重
を
判
断
す
る
時
に
は
、『
御
定
書
』
だ
け

で
は
な
く
当
地
の
法
曹
史
料
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
限
り
で
本
書
で

示
さ
れ
た
罪
刑
の
乖
離
率
は
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

右
に
述
べ
て
き
た
疑
問
や
課
題
点
は
、
お
そ
ら
く
松
尾
氏
が
自
ら
論
文
に
加
筆

修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
与
え
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
解
決
さ
れ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
松
尾
氏
は
薬
石
効
を
奏
せ
ず
二
〇
二
二
年
二
月
一
一
日
に
不
帰

の
客
と
な
ら
れ
て
し
ま
い
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
に
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
に

哀
惜
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。
今
は
学
燈
を
嗣
ぐ
研
究
者
が
現
れ
る
こ
と
を
念
じ
つ

つ
、
松
尾
氏
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

 
 （

清
文
堂
出
版
刊
、
二
〇
二
一
年
、
税
込
一
二
一
〇
〇
円
）

一
二
四

書
評　

松
尾　

壽
『
近
世
後
期
隠
岐
嶋
流
人
の
研
究
』（
宇
佐
美
英
機
）
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